第５７回 京都句会報　　　　　　　　　　　　2017/12/05（火）
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〔指導〕  河原地 英武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〔参加者〕　　 　９名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      〔不在投句〕　　 ２名
【定例句会】
河原地さんの選句
今月は６０句の投句でしたので、普段より多めの１０句選となりました。
起重機の動かぬひと日波郷の忌　　　　俊雄
猟銃の玉歯に当たる鴨南蛮　　　　　　哲半
荼毘に附す頃か時雨のひとしきり　　　俊雄
ひととせの持ち手の褪せし熊手かな　　ゆうこ
ずけずけと物言ふ芸姑濃寒紅　　　　　忽布
句座に置く御所で拾ひしかりんの実　　佳子
飼葉桶洗ふ馬丁や冬日濃し　　　　　　忽布
白砂の箒目淡し冬霞　　　　　　　　　忽布
膝つきて聖樹飾れりショーウィンドー　万里子
【特選】雁の夜のともしび滲む見舞ひ文　　　　俊雄
私が選んだ特選句
　　　　 北斎展
悦枝選　　冬灯しガレの花瓶に蛙跳ぶ　　　　哲半
徒歩選　　椅子深く掛けて晩餐年の暮　　　　英武
秋麦選　　遠山の茜褪めゆく嵐雪忌　　　　　徒歩
俊雄選　　遠山の茜褪めゆく嵐雪忌　　　　　徒歩
忽布選　　荼毘に附す頃か時雨のひとしきり　俊雄
英子選　　雁の夜のともしび滲む見舞ひ文　　俊雄
哲半選　　踏み入れば蟄居の址に猪の罠　　　佳子
佳子選　　連発の嚏つつぬけ終電車　　　　　惠光
万里子選　声張つて鏑矢打つや片しぐれ　　　惠光

ゆうこ選　晩鐘や紅葉静かに色沈む　　　　　英子
惠光選　　冬あかね二上山を染めきれず　　　俊雄
【今日の一句】
朝風の崩す満天星紅葉かな　　　　　　悦枝

晩鐘や紅葉静かに色沈む　　　　　　　英子

ひととせの持ち手の褪せし熊手かな　　ゆうこ

連発の嚏つつぬけ終電車　　　　　　　惠光

雁の夜のともしび滲む見舞ひ文　　　　俊雄

膝つきて聖樹飾れりショーウィンドー　万里子

白砂の箒目淡し冬霞　　　　　　　　　忽布

雪山を背に湖のパラセール　　　　　　秋麦

遠山の茜褪めゆく嵐雪忌　　　　　　　徒歩

猟銃の玉歯に当たる鴨南蛮　　　　　　哲半

句座に置く御所で拾ひしかりんの実　　佳子

開きたるページも冬の茜いろ　　　　　英武
ご意見がございましたら、お聞かせください。
よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　哲半

